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購買業務のプラットフォーム



購買の生産性を向上させるには.                                                                                           

Solution  Provider
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購買力向上させる
ノウハウ・知財力

組織の総合力を高めるには・・・
個人のスキルだけでなく
組織知財の共有化・見える化が 重要



「購買」 は 情報を利益に変える ！
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『ｻﾌﾟﾗｲﾔに ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾁｬﾝｽ を提供して、
必要なQCDESを達成・向上させること』

『ｻﾌﾟﾗｲﾔの優れた技術やものづくりの知恵を活用・協働して、
自社の利益とｻﾌﾟﾗｲﾔの利益を両立させること』
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サプライヤと
知の融合！

redefinition



購買に求められる 知力・能力？
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Essential abilities



購買知財力 共有化・見える化 視点

1. コスト査定力
2. 競合明確化力
3. VE提案力
4. 購買戦略力
5. サプライヤ評価力
6. 技術の目利き力
7. ナレッジマネジメント力

Solution  Provider
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設定例で
変更容易です

capability

経営資源は ひと・もの・かね
購買資源は ひと・情報・サプライヤ



どの視点を重視すべきか?  配点
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何が重点かを提示し、
評価結果の特徴 強み・弱み
見える化も あると理解しやすい

評価結果の見える化 例

＊評価軸ごとの配点は簡単に変えられます。

evaluation concept



購買知財力 共有化・見える化 進め方
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E1D

Di
U

E2

年度目標

評価ｼｰﾄ

目標との差認識

仕組改良

次年度へ

Self Evaluation         
各事業所
自己評価

Evaluation
関係者評価

Understand        
認識・分析

Discussion
討議

Decision
自己啓発

Measurement

Analysis

Skill up
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procedure



評価 　　購買知知知財力　共有化・見える化　評価表 2022/1/13 Ｖ１.D

1 ｺｽﾄ査定 3 注意事項

2 競合明確化 3 部門名 評価点数 ”項目評価”に5点満点で評価記入

3 VE提案 2 概要 43 ﾌｫｰﾏｯﾄは変更しないで下さい。
4 調達戦略 3
5 ｻﾌﾟﾗｲﾔ評 3       更に　戦略的に改革するには↓

6 技術目利き 2 改善提案
7 ﾅﾚｼﾞﾏﾈｼﾞﾒ 3 更に良くするには

         

5 段階評価の判断基準 項目 合 特 配
n 評価項目 5 4 3 2 1 評価 計 徴 点
1 ｺｽﾄ査定力 ｺｽﾄの目利きが不可欠　購買ｴﾝｼﾞﾆｱ 9 3 20

a外注品の　ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ（積上げ方式） ＤＢ定期更新改良 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ化・活用 限定して利用 あるには　あるが,,, なし 3
b購入品の　ｺｽﾄﾃｰﾌﾞﾙ（回帰分析方式） ＤＢ定期更新改良 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ化・活用 主要品は整備 古いﾓﾉがある なし 3
c値決めの根拠 常に改良している 充実している 一部分できている あるには　あるが,,, なし 3 12

2 競合明確化力 まづ　競合から始まる　購買ｴﾝｼﾞﾆｱ 8 3 20
a購入品のBMS（互換比較動機付け） 設計部門とも共有 活用している ほぼ整備されている類似ﾃﾞｰﾀあり なし 2.5

b購入区分別取引先再編成計画 関連部門とも連携 充分活用している ほぼ整備されている類似ﾃﾞｰﾀあり なし 3
cｻﾌﾟﾗｲﾔ・ﾏｯﾌﾟ 充実・定期的に改良充分活用している ほぼ整備されている類似ﾃﾞｰﾀあり なし 2 10

3 ＶＥ提案力 VＥﾏｲﾝﾄﾞと　ｱｲﾃﾞｱ・ﾄﾘｶﾞｰとなるﾉｳﾊｳなくして開発購買なし 6 2 15
aＶＥ/CDﾉｳﾊｳ集 設計部門と共有 充分活用している ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 部分的にある なし 2
bｺｽﾄ原単位ﾃﾞｰﾀ 原価企画部門と共有充分活用している ほぼ整備されている部分的にある なし 2
c標準化・共通化 設計部門と共有 充分活用している ほぼ整備されている部分的にある なし 2 6

4 調達戦略力 戦略明確でなければ　意思弱く、　計画立たず 11 3 15
a購入区分別調達戦略 経営直結組織で実施全社的な取り組み ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 取引先別に作成 なし 4
b内外作政策 製造部門と連携 充分活用している ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 部分的にある なし 3
c海外生産方針・計画 製造部門と連携 充分活用している ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 部分的にある なし 2
d海外調達方針・計画 生産部門と連携 充分活用している ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 部分的にある なし 2 8

5 ｻﾌﾟﾗｲﾔ評価力 取引先とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ、評価基準の明示が必須 9 3 14
aｻﾌﾟﾗｲﾔ評価基準 定常的に実施・公開定期的に実施 規程あり、活用 一部で実施 規程無し 3
b工場品質審査基準 定常的に実施・公開定期的に実施 規程あり、活用 一部で実施 規程無し 3
c取引先ＤＢ 完備し進化 充実している ほゞ整備されている部分的にある 無し 3 0

6 技術の目利き力 技術の目利きと活用が購買力を左右する 5 2 8
a技術トレンド 設計部門と共有 充分活用している ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 一部で実施 なし 2
b技術ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ 設計部門と共有 充分活用している ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 一部で実施 なし 2
c会社のｺｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ DB化し更新活用 組織的に整備 ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ整備 あるには　あるが,,, 不明確 1 3

7 ﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力 ﾃﾞｰﾀでものをいう、　ﾃﾞｰﾀがものをいう 11 3 8
aｲﾝﾄﾗﾈｯﾄで蓄積・共有化 仕組み充実 充分活用 ほぼ整備されている部分的にある 実施されてない 3
b電子データ化・体系化 90%以上Gr.で実施 70%以上Gr.で実施 50%以上全社で実施各工場、部門で実施 実施されてない 3
cﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ標準化・活用 90%以上Gr.で実施 70%以上Gr.で実施 50%以上全社で実施各工場、部門で実施 実施されてない 3
d基礎ﾃﾞｰﾀ（資材予算など） ｸﾞﾙｰﾌﾟで共有 全社で共有 資材予算、実績など購入実績のみ 基礎ﾃﾞｰﾀ不備 2 4

23項目 Copyright  Kimitoshi Yagi 　 ：Procurement  Innovation Research 配点補正荷重合計= 43.3 合計点 48 2.5 100

充分活用、定期更新85%以上整備 ほぼ整備されている部分的にある ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄなし
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0
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ｺｽﾄ査定

競合…

VE提案

調達…ｻﾌﾟﾗｲ…

技術…

ﾅﾚｼﾞﾏ… 
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購買知財力 共有化・見える化評価の構成 .
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事業所・ID

判定基準（1~5）

評価項目

評価軸

合計点

配点
（項目の重み）

見える化
（強み弱み）

評価点

architecture



購買知財力 評価シート 記入要領 .
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評価
点数記入

事業所
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評価判定基準

ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ
にリンク



評価結果の討議・次年度へ
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DXOJT
自己啓発・評価 いつでも・だれ

でも・どこでも

KM
共有化・見える化

IOT・IOS
ｾｷｭﾘﾃｲ

購買知財力

蓄積・更新
システム

ジョブ型
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

should be

情報を利益に変える
情報が無ければ 始まらない
共有化されなければ 活用進まない
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組織 どうする、働き方 どうする？
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capabilities

知財インフラ整備で 購買力アップ！
メンバーシップ型から ジョブ型スペシャリストへ
自己啓発 「私はこれができる！」 相乗効果も

購買ｴﾝｼﾞﾆｱ評価

購買知財力 共有化・見える化評価

購買部門評価



購買知財力 共有化・見える化評価 まとめ

Solution  Provider

Copyright  Kimitoshi Yagi ：Procurement  Innovation Research

1. 共有化・見える化のあるべき姿を目指して
課題を明確にして、対策を立てる。

2. 評価は毎年・毎期行う。 ｼｽﾃﾑとして活用・継続が大切
立派な評価表を作ることではない、簡素が良い

3. 購買エンジニア評価も行い、自己評価・管理を期待する。
Next 5, Next 10 達成を目指す組織力の管理に活かす。
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会社の利益を確保・増大させるために
スペシャリストへの自己啓発・相乗効果も
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